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第 2 章は，ハロニトリ jレとスズとを添加剤の存在下に直接反応させ，シアノ基をもっ有機スズ化合
物を一段階で合成するという新らしい方法と，得られたスズ、化合物の性状についてのべている。例え
ばスズはくに対して. 1. 3倍の ICH2 CH2 CN のほか添加剤として Mg や THF を加え. 130 0C で1. 5
時間，反応させると mp 128--129 0C の 12 Sn (CH2 CH2 CN) 2 が得られた。この化合物を常温でアル
カリ処理した後. HCl 又は HBr を作用させると C12Sn (CH2 CH2 CN) 2 又は Br2 Sn (CH2 CH2 CN) 2 
が得られ，アノレカリと共に加熱し. HCl で処理後エステノレ化すれば C12Sn (CH2 CH2 COOCH3) 2 とな
ることなどを認めた。
第 3 章では，同様の方法によって多数の X2Sn (CH2 CH2 CONRR') 2 型化合物を合成し，その性状
を検討した。 IR スペクトノレによるとカ jレパモイノレ基とスズとの聞には相互作用が存在しており，そ
の結果としてスズ化合物中の CONH2 基はアルカりに対して，不安定であることを認めた。
第 4 章では，前章でのべたような官能基のスズへの配位に基づくカ Jレパモイノレ基の特異性が XzSn
(a:CH2 flCH2' CONRR') 2 型化合物のX をアノレキノレ基に置換したものや Cα， Cß にメチル基を導入した
ものではどのような影響をうけるかという乙とについて検討した。その結果 Cα ゃ Cß I乙メチ Jレ基
を導入しでもカ jレパモイノレ基はスズに配位するが， X をアノレキ lレ基に置換したスズ化合物中では，カ
ノレパモイル基はスズに配位しないことを認めた。




第 6 章では，官能基としてエーテ Jレ酸素をもっ有機スズ化合物を合成し，既述のスズ化合物と比較
した結果，エーテ Jレ酸素をもっスズ化合物では， 8 ーヒドロキシキノリンとの安定な反応生成物が得
られるなど，官能基をもたない，ジハロゲン化ジア Jレキノレスズに近い性質を示すことを認めた。
第 7 章は，以上の内容をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は炭素と結合するシアノ基，カノレパモイノレ基，エーテ Jレ酸素などを含む有機スズ化合物の直
接合成法についてのべたもので，従来は複雑な多段階の反応によって合成されていた乙れらの合成物
を，特殊な添加剤の存在の下に，簡単な一段階反応によって収率よく，かっ経済的に，スズから直接
合成する新らしい方法を発見している。
また，これらの化合物の合成条件を詳細に検討して，製造法を確立するとともに，従来知られてい
なかった多くの新らしいスズ合成物を，直接法によって合成することができた。それらの化合物の分
子構造や性状についても，数々の新らしい知見を提供している。
以上の結果は有機金属化合物の性質の解明と製造法に重要な貢献をするものであり， したがって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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